認知症の理解と家族支援スキルアップ研修　開催要項
１．実施主体（研修主催者）
　　都道府県・政令指定都市（担当課）
　　　実情に応じて、市町村等自治体、事業団、財団、職能団体、社会福祉法人、ＮＰＯ等も可能（ただし、都道府県政令市を通して行う）
２．目的
　　家族と接する機会の多い、居宅系サービス事業所（ホームヘルパー、デイサービス等）職員に対し在宅で介護する家族の支援をする能力を養成し、在宅介護の質向上と、在宅における高齢者虐待の未然の防止を図る。
３．受講対象者
　　訪問ケアサービス、通所ケアサービス事業所従事者または家族と接する機会の多い職員
（例；デイサービス、デイケア、ショートステイ、相談員、介護支援専門員等）
４．研修時間
　　別紙カリキュラム、スケジュール参照（資料１．２）
５．実施に際しての支援
　　認知症介護研究・研修仙台センターが研修実施支援を行う。支援内容は以下の通り。
　１）研修受講者分の教材（テキスト・演習シート等）の発送
研修実施にあたり必要な研修テキスト、演習用ワークシートブックを人数分発送します。※サンプルを同封しましたのでご覧下さい
２）講師用テキスト、研修用映像教材（DVD）の発送
　　講師が使用するテキスト（パワーポイントデータ含）・オリエンテーションブックを必要分、研修に必要な映像教材１部発送します。
３）研修会講師（各県の認知症介護指導者）
　　講師は今年度６月～７月にかけて全国７箇所で行った講師養成研修を受講した認知症介護指導者です。講師一覧（資料３）をご覧ください。
４）講師への謝金、旅費の支払い（規程による金額）
　　当センターの規程に従い講師への謝金および旅費の支払いを行います。
　　
６．研修にかかる費用
　１）受講料は原則無料（ただし、参加者への研修案内郵送費等実費徴収は可能）
　２）研修の講師謝金・旅費等については、認知症介護研究・研修仙台センターが負担。
　３）会場費が発生する場合は当センター規程により当センターが5,000円を負担。
